
　１月 14 日から 17 日までの４日間にわたり、高知県香美市立

大
おおどち

栃小学校の４～６年生９人と町内児童が積丹町の自然や工作

などを楽しみ、互いに親睦を深めました。

　香美市児童の積丹町訪問はコロナ禍で一時中断し、令和元年

夏以来５年半ぶりです。夏以来５年半ぶりです。

　大栃小児童は町内児童と一緒に、15 日に開催された小
お や ま

山

彩
さ ゆ り

由里町地域おこし協力隊員による雪中レクリエーション

や、旧鰊番屋を会場とした歴史講座、ウニ博士によるウニの

生態と自然保護の取り組みを学びながらのウニランタン作り

に参加。その後は、町内の児童宅にホームステイし、冬の積

丹町の生活を体験しました。

　また、16 日には今年度末で閉校する野塚小学校を訪問し、

屋内運動場などでレクリエーションを行い、交流を深めまし

た。野塚小学校の児童からは、「遠く離れた高知県に友達が

できてうれしかった」などの感想が聞かれました。

　１月 14 日から 17 日までの４日間にわたり、高知県香美市立

小学校の４～６年生９人と町内児童が積丹町の自然や工作

　香美市児童の積丹町訪問はコロナ禍で一時中断し、令和元年

香美市児童９名が冬の積丹へ香美市児童９名が冬の積丹へ

本格かまくら造り本格かまくら造りなどなど
積丹の暮らしを体験！積丹の暮らしを体験！

町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
積
丹
町
の
魅
力
に
つ
い
て
、
幅
広
く
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
た

だ
く
「
積
丹
町
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
発
信
の
方
法
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
・
雑
誌
へ
の
投

稿
や
各
種
会
合
で
の
積
丹
町
の
宣
伝
な
ど
、
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
の
自
主
性
に
任
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
開
催
さ
れ
た
選
考
会
議

（
構
成:

積
丹
町
商
工
会
・
（
一
社
）

積
丹
観
光
協
会
・
積
丹
町
）
で
、
３

名
を
令
和
６
年
度
に
優
れ
た
活
動
を

行
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。

柴
田
直
樹
さ
ん
（
札
幌
市
）
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
認
定

さ
れ
、
個
展
の
開
催

や
ブ
ロ
グ
「
北
の
幻

想
風
景
」
で
積
丹
町

の
風
景
写
真
を
多
数

紹
介
。
神
威
岬
プ
レ

ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
ツ

ア
ー
に
参
加
さ
れ
た

写
真
も
掲
載
し
て
お

り
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ーー 
優
れ
た
活
動
を
認
定

優
れ
た
活
動
を
認
定 

——

積
丹
町
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

積
丹
町
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

佐
藤
佳
奈
さ
ん
（
積
丹
町
）
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
で
町
内
の
観

光
地
や
飲
食
店
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
き
ま

し
た
。

繁
本
隆
弘
さ
ん
（
兵
庫
県
尼
崎

市
）
は
、
「
な
し
て
北
海
道
」
と

い
う
自
身
の
ブ

ロ
グ
で
観
光

地
、
飲
食
店
に

つ
い
て
多
数
掲

載
。
当
町
へ
の

訪
問
を
検
討
す

る
方
が
感
じ
る

疑
問
を
取
り
上

げ
、
多
く
の
方

が
閲
覧
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
、
町
内
外
の
方
々
を
問
わ

ず
《
積
丹
応
援
団
》
と
し
て
、

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
積
丹
町

の
魅
力
や
情
報
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
た
だ
く
観
光
サ
ポ
ー

タ
ー
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▲今年度認定サポーター贈呈品

▲柴田さんのブログに掲載されている作品▲柴田さんのブログに掲載されている作品
　「積丹神威岬灯台見学会 2024.09.28 神威岬ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾅｲﾄﾂｱｰ」　「積丹神威岬灯台見学会 2024.09.28 神威岬ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾅｲﾄﾂｱｰ」
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令和７年第１回町議会臨時会が１月 24 日に招集さ

れ、議案 7件が審議され、同日閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

議
案
第
1
号

　
積
丹
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

国
家
公
務
員
給
与
改
定
に
準
拠
し

て
、
町
職
員
の
給
料
表
及
び
期
末
勤

勉
手
当
支
給
率
等
の
改
定
措
置
を
令

和
６
年
度
支
給
分
か
ら
適
用
実
施
す

る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
積
丹
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

常
勤
一
般
町
職
員
の
給
料
表
に
準

じ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

料
表
の
改
定
措
置
を
令
和
６
年
度
支

給
分
か
ら
適
用
実
施
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

積
丹
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
を
経
て
、
特
別
職
及
び
議
会
議

員
の
期
末
手
当
支
給
率
の
改
定
措
置

を
講
じ
、
令
和
６
年
度
支
給
分
か
ら

適
用
実
施
す
る
た
め
、
関
連
三
条
例

を
一
括
し
て
改
正
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

令和７年第１回町議会臨時会が１月 24 日に招集さ

令和７年 第１回町議会臨時会

議
案
第
４
号

　
令
和
６
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

歳

入

は
、

地

方

交

付

税

３
，

９
０
５
万
３
千
円
、
児
童
手
当
（
国

庫
負
担
金
）
46
万
１
千
円
、
障
害

者
総
合
支
援
事
業
国
庫
補
助
金

34
万
５
千
円
、
児
童
手
当
（
道
負
担

金
）
６
万
７
千
円
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
３
０
０
万
円
、
前
年
度
繰

越
金
17
万
円
を
増
額
し
、
歳
出
は
、

職
員
人
件
費
（
給
与
改
定
費
）
１
，

８
５
１
万
１
千
円
、
減
債
基
金
積
立

金
１
，
０
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
納

税
推
進
事
業
関
連
費
３
５
０
万
円
、

他
会
計
繰
出
金

１
７
７
万
７
千
円
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
審
査
支
払
等

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
69
万
１
千

円
、
児
童
手
当
59
万
５
千
円
、
北
後

志
消
防
組
合
職
員
給
与
改
定
等
負
担

金
７
５
６
万
３
千
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

34
億
４
，
５
８
０
万
１
千
円
に
す
る

も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

　
令
和
６
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）事

業
勘
定:

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
14
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
，
２
９
０
万
１
千
円
に
す
る

も
の
。

直
診
勘
定:

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
０
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

９
，
６
４
６
万
７
千
円
に
す
る
も
の
。

　

事
業
勘
定
・
直
診
勘
定
と
も
に
町

職
員
人
件
費
の
改
定
に
伴
う
増
額
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

　
令
和
６
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

地
方
公
営
企
業
予
算
の
総
額
に

15
万
１
千
円
を
追
加
し
、
２
億
４
，

８
５
８
万
５
千
円
に
す
る
も
の
。
町

職
員
人
件
費
の
改
定
に
伴
う
増
額
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
７
号

　
令
和
６
年
度
積
丹
町
集
落
排
水
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

地
方
公
営
企
業
予
算
の
総
額
に

47
万
６
千
円
を
追
加
し
、
１
億
４
，

２
１
０
万
９
千
円
に
す
る
も
の
。
町

職
員
人
件
費
の
改
定
に
伴
う
増
額
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議会ニュース
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

額
に
汗
を
流
し
、
頑
張
り
ま
す
！

額
に
汗
を
流
し
、
頑
張
り
ま
す
！

消
防
団
訓
練

消
防
団
訓
練

積
丹
消
防
団
は
、
毎
月
各
分
団

で
集
ま
り
、
機
材
点
検
や
訓
練
を
し

て
い
ま
す
。

　

第
１
分
団
（
美
国
町
）
で
は
２
月

９
日
の
月
例
点
検
の
ほ
か
に
、
心
肺

蘇そ

生
の
確
認
を
し
、
救
急
車
到
着
ま

で
の
間
に
で
き
る
救
命
処
置
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の
治

療
は
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
身
近
な
大
切
な
人
が
倒
れ
た
時

に
備
え
、
定
期
的
に
救
命
処
置
の
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

突
然
倒
れ
た
人
や
反
応
の
な
い
人

が
い
る
場
面
に
立
ち
合
わ
せ
た
と
き

小樽開発建設部便り小樽開発建設部便り N0.

国土交通省 北海道開発局小樽開発建設部

〒 047-8555　小樽市潮見台１丁目 15 番５号

℡ 0134-23-5229（道路計画課）

詳しくは当部 HP でも

掲載しています。

ぜひご覧ください。

小樽開発建設部 HP →

２

‒‒ 後志自動車道後志自動車道（仁木 IC～余市 IC）（仁木 IC～余市 IC）はは３月23日㈰16時３月23日㈰16時 に開通しますに開通します ‒‒

・
後
志
自
動
車
道
は
、
俱
知
安
町
と
小
樽
市
を

結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

・
仁
木
Ｉ
Ｃ
～
余
市
Ｉ
Ｃ
（
延
長
３
・
３
㎞
）
間
は
、

後
志
地
域
と
札
幌
市
、
新
千
歳
空
港
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
を
図
り
、
物
流
強
化
、

観
光
振
興
、
救
急
搬
送
の
安
定
性
・
速
達
性

向
上
等
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。

・
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
並
行
す
る
国
道
５
号

線
等
の
交
通
が
後
志
自
動
車
道
へ
転
換
す
る

こ
と
で
、
余
市
市
街
の
交
通
混
雑
の
緩
和
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

は
、
ま
ず
心
停
止
を
疑

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

心
停
止
の
可
能
性
が
あ

る
人
を
見
か
け
た
ら
、

大
声
で
周
囲
に
助
け
を

求
め
、
１
１
９
番
通
報

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
を
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
心
肺
蘇
生
を

速
や
か
に
開
始
し
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
届
き
次
第
す
ぐ

に
使
用
し
ま
す
。
心
肺

蘇
生
の
方
法
が
分
か
ら

な
か
っ
た
り
、
忘
れ
て

し
ま
っ
た
場

合
も
電
話
を

通
じ
て
助
言

を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま

す
。
１
１
９

番
通
報
を
す

る
際
は
、
焦

ら
ず
に
傷
病

者
の
状
態
を

伝
え
る
よ
う

心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

積
丹
支
署
は
、
防
災

や
救
命
な
ど
の
各
種
講

習
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
積
丹
消
防
団

で
は
、
住
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
重
要
な
役

割
を
担
う
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、

積
丹
支
署
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

次
に
、

番
通
報
を
す

ら
ず
に
傷
病

者
の
状
態
を

伝
え
る

心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
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令和６年４月１日から令和６年４月１日から

　　　　相続登記の申請が相続登記の申請が
義務化されました！義務化されました！　

「財務専門官」を募集します！

国税専門官を募集します！国税専門官を募集します！
　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャ

リストとして活躍する国税専門官を募集しています。な

お、2023 年度から国税専門官採用試験に新試験区分（理工・

デジタル系）が創設されました。

　新試験区分（理工・デジタル系）では、基礎数学、情報

数学・情報工学、物理、化学等が試験科目に設定されてお

り、幅広く理工・デジタル系の方が受験しやすい試験となっ

ています。

　また、2025 年度から、必須の出題数を大幅に削減し「選

択必須科目」を新設することで、受験生の専門性に合わせ

て受験できるようにしたほか、これまで「22％」だった人

物試験の配点比率を「30％」に引き上げ、人物重視の試験

に見直しています。

　法文系の方は「国税専門Ａ区分」、理工・デジタル系の

方は「国税専門Ｂ区分」でお申し込みください。

　2025 年度の採用試験の概要は、右のとおりです。（Ａ区

分・Ｂ区分共通）

【問合わせ先】札幌国税局人事第２課採用担当 ℡ 011-231-5011 または 余市税務署総務課 ℡ 0135-22-2093

2025 年度　採用試験の概要2025 年度　採用試験の概要
①受験資格

・平成７年４月２日から平成 16 年４月１日

　生まれの者

・平成 16 年４月２日以降生まれの者で大学を　

　卒業する見込みの者など別に定める者　

②申込受付期間：２月 20 日㈭～３月 24 日㈪
申込みはインターネットより行ってください。

　≪申込専用アドレス≫

https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

③第１次試験 ( 基礎能力試験、専門試験）

　５月 25 日㈰
④第１次試験合格者発表

　６月 17 日㈫　９：00

⑤第２次試験 (人物試験及び身体検査 )

　６月 23 日㈪～７月４日㈮のうち指定する日

⑥最終合格者発表

　８月 12 日㈫

●国民健康保険税　第９期　
　　   納期限 ３月25日㈫

●上下水道使用料金　２月分
　      納期限 ３月31日㈪

●住宅使用料　３月分
　      納期限 ３月31日㈪

今月の納期今月の納期

( 注 ) 口座振替をこ利用の方は、３月25日㈫
に引き落しになりますので、
前日までに残高の確認をお願いします。

　財務省北海道財務局では、財政・金融等のプロフェッショナル

として活躍する財務専門官を募集しています。

　財務専門官は、国有財産の有効活用、財政投融資資金の供給、

予算執行調査といった財政に関する業務や、地域金融機関の検査・

監督、証券取引等の監視、企業内容等の開示といった金融に関す

る業務に従事します。このほか、地域経済情勢の調査・分析、財

務省・金融庁の施策の広報といった業務も担います。

【問合わせ先】財務省北海道財務局人事課人事係　 ℡ 011-709-2311

①受験資格

１.平成７年４月２日から平成 16 年４月１日生まれの者

２.平成 16 年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの

　⑴大学を卒業した者及び令和８年３月までに大学を卒業する見込みの者

　⑵短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び令和８年３月までに

    短期大学又は高等専門学校を卒業する見込みの者

②申込受付期間：２月 20 日㈭～３月 24 日㈪
　≪申込専用アドレス≫

　https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

③第１次試験

　５月 25 日㈰
④第１次試験合格者発表

　６月 17 日㈫　９時

⑤第２次試験

　７月１日㈫～７月４日㈮のうち指定する日

⑥最終合格者発表

　８月 12 日㈫　９時

　土地・建物を相続したら、その取得を知っ

た日から３年以内に相続登記の申請すること

が義務になりました。

　令和６年４月１日より前に相続した土地・

建物も対象です。

制度に関する詳細は、　　　　　　　　　 で
検索！

　　　　　　　　　 法務局 相続登記

【問合わせ先】

　札幌法務局小樽支局　 ℡ 0134-23-3012

【問合わせ先】役場税務課　TEL 44-3384

広報しゃこたん令和７年３月号
9


